
医療機関においてBCP（事業継続計画）を

策定することは、大地震などの自然災害時や

感染症のパンデミック発生時には患者や職員の

命を守るために重要な取り組みです。

当院では特に重症化リスクのある高齢者が

多く入院されています。たくさんの命を守る

ために、緊急事態が発生しても滞りなく医療

活動が継続できるように、医事課の職員

全員が災害時の対応を理解し、適切な

行動ができるよう今後も積極的に

BCP訓練・研修に参加したいと

思います。

人の流れや経済活動が復活し、コロナ禍前の

日常が戻りつつある中、2類感染症相当だった

新型コロナウイルス感染症が、季節性インフル

エンザと同等の5類感染症に移行してから、

ちょうど1年が経過した5月8日、宇部リハビリ

テーション病院をはじめ関連施設の職員を対象に

『感染症』BCP訓練が実施されました。

まずは当院の感染症対策のスペシャリスト

河内 永法師長から、新型インフルエンザが

発生した際の初動対応と対策について講義を受けた後、実際に感染予防ガウンの

着脱やN95マスクの装着方法などについて学びました。

『感染症』BCP訓練に参加しました
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